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みんなで『いじめ』を考える。
『いじめ』については、子供たちはもちろん、保護者の皆さんにとっても非常に気にな

る問題でしょう。
『いじめ防止対策推進法 第２条第１項』で、「『いじめ』とは、児童等に対して、当

該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人間関係にある児童等が行
う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）
であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。」と定
義されています。
「心身の苦痛を感じている」とは、いじめを受けた本人が「いやだ」「つらい」「苦し

い」などと感じることであり、本人がそう感じたら「いじめ」になるということです。た
とえ、いじめている側にいじめている意識がなくても、遊んでいるつもりでも、相手が「い
やだ」と感じれば『いじめ』になるということです。学校では、子供たちの様子や、子供
たちからの報告や相談によって「いじめ」の状況と捉えるとすぐに対応しています。

いじめは、「どの子供にも、どの学校でも、起こりうるものである。」（文部科学大臣決
定「いじめの防止等のための基本的な方針」）と考えられています。「必ずある」と考え
て早期発見と迅速な解決が求められるため、ここ数年いじめの認知件数は一気に増えてい
ます。本校では、日常の子供たちの観察はもとより、定期的に先生たちが学年ブロックご
とにチェック表（次ページ）を使って子供たちの生活を振り返り、いじめが起きていない
か、いじめにつながるような様子がなかったかを話し合っていて、他の学年のことでも報
告し合うようにしています。それでも、学校生活のすべてにおいて子供たちの様子を把握
するのは難しいので、２か月に１度は子供へのアンケートも行っています。しかし、アン
ケートを取った直後に起きているかもしれないと考えると、お家の方からの情報がとても
大事です。お子さんの様子で気になることは必ず連絡をください。子供たちが「いやだ」
「つらい」と思うことを早く見付けて解決することが大切です。

みんなが楽しい学校生活を送り、いじめのない学校にするためには、子供に「いじめを
しない、許さない」という気持ちを育てることが大事です。法律で禁止されているという
こと、大人も国（社会）もそろって「ダメ！」としているということを理解させる必要も
あるでしょう。
学校では、道徳や特別活動、学校生活のすべてを通じて、互いに認め合う集団作り、豊

かな人間関係作り、絆づくり、居場所づくり、自己有用感の育成などを行い、心を育てる
取組を進めています。そして何より、子供たち、家庭、学校、みんなでいじめについて考
えを深めることが大切だと考えています。
本校でも、『学校いじめ防止基本方針』を作成し『本郷小いじめ防止対策委員会』が組

織されています。ＨＰもご覧ください。

以上のようなことから、今年は学校全体でいじめについて考える機会を作りました。

いじめ防止集会 保護者の皆さんもぜひ参加を！
９月２７日（金）１０：２０～１１：０５ 中間休み～３校時
体育館に全校児童が集まって行います。
事前に各学級で、いじめについて理解を深める学習をします。

その上で「いじめをなくすためにどうするか？」を話し合います。
そこから『学級のいじめ防止スローガン』を考え、ここで発表し
て、学校全体でいじめを予防する雰囲気を高める機会とします。
保護者の皆さんもぜひ参加してください。
１０：１５までに体育館へいらしてください。
事前の申し込みは、いりません。 家族でお月見できたかな？

えがお




